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（表紙）ニホンアシカ剥製標本
採  集 地  ：島根県美保関
採集年月：1886（明治 19）年２月 27 日
　かつては日本海南西海域を中心に多数生息していたが、
1970 年代以降、捕獲・目撃の記録がなく、絶滅したものと考
えられている。ニホンアシカの剥製標本は、全世界に約 20 体
しかなく、本標本は、国内にある所蔵品のうち、最古のもの
である。



序　文

　平成 30 年６月、当館では、それまで松江キャンパス内の島根大学ミュージアム本館展示室、島
根大学山陰地域資料展示室、および島根大学古代出雲文化資料調査室に分散展示・保管されていた
資料を集約し、これらを一元的、総合的に展示する場所を開設することができました。また、これ
を機に島根大学ミュージアムから島根大学総合博物館に改称しました。
　開館セレモニーでは、服部泰直学長および秋重幸邦研究学術情報機構長をはじめ、学内外関係者・
学生にもご臨席いただきました。新聞・テレビでも大きく報道された結果、学内外から多くの皆様
にご来館いただき、おかげ様で平成 30 年 11 月には１万人目のお客様をお迎えすることができま
した。さらに、親しみやすい博物館を目指すために、平成 31 年 4 月には総合博物館の愛称・マスコッ
トキャラクターを「アシカル」に決定させていただきました。
　また、総合博物館では、常設展示・企画展示だけでなく、所蔵資料の整理作業、学芸員資格を取
得するための学芸員養成課程の授業開講、市民講座や子どもミュージアム体験教室などの普及啓発
事業、松江・出雲両キャンパスにおける埋蔵文化財の調査研究など、様々な活動を推進しています。
　総合博物館の開館３年目となる今年度は、長期的展望にたった大学博物館としての真価が問われ
る年と位置付けておりました。しかしながら、昨年度末以来の新型コロナウィルス感染症拡大に伴っ
て、当館の様々な活動も自粛を余儀なくされているところです。まずは、資料の整理・登録や調査
研究といった博物館としての基礎的活動を確実に進め、可能な範囲で展示活動・普及啓発活動など
も再開していきたいと考えています。
　最後に、当館の様々な取組に、御理解と御支援をこれからもなお一層賜りますよう重ねてお願い
申し上げます。

　　　令和２年８月　　　　
島根大学研究・学術情報機構総合博物館館長　入月俊明
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